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育てる生徒像 
 
 藤枝明誠中学校は、教える者と教えられる者との相互信頼に基づき、高度に知・徳・体のバラ

ンスのとれた人格を形成し、国際化・情報化のフロントランナーとして、社会貢献国際貢献ので

きるフェアなリーダーを育成します。 
 
学校概要 

  １ 学校形態  藤枝明誠中学校は、藤枝明誠高等学校に併設しています。 
中高一貫教育を６年間で行います。 
中学校入学後は、特別な事情をのぞき、藤枝明誠中学校・高等学校で学びます。 

 
  ２ 学級編制    定員 7０名     英数フロンティア（２学級 男女 7０名） 
 
  ３ 授業時数  週６日制 (土曜は奇数週) 平日：６時間×２日＋７時間×３日、土曜：３時間 

 
  ４ 教 科 等   国の学習指導要領に準拠する中で、主要教科の授業時数増、英会話や武道、体験重 

         視の特別活動・総合的な学習を行います。 
 

  ５ 教 科 書  教科書は無償給与です。副教材は有料となります。 
 
 ６ 部 活 動   部活動によって異なりますが、活動日は週最大４日です。 

   同 好 会   完全下校 18:00 または 18:30 

        ・高校生と共に活動：チアリーディング、棋道、囲碁、吹奏楽、茶華道、科学、美術、

写真、書道、剣道、空手、陸上、射撃、女子バレーボール、歴史研究、 
          クイズ研究、リベラルアーツ、編み物 
        ・中学生単独で活動：硬式テニス、柔道 
        ・藤枝明誠スポーツクラブに加入して活動：硬式野球、サッカー、柔道 

男子バスケット 
＊サッカーは加入に試験があります。 

入試関係 

１ 募集定員  ７０名 
２ 出願書類  ①入学願書 ②自己推薦書 ③家庭調書（家族写真貼付） 

     ④検定料（10,000 円）納付書貼付 ⑤調査書（在学小学校作成） 
※ 一次試験、二次試験とも共通です。  
※ 振り込まれた検定料はいかなる理由でも返金できません。 
※ ①～⑤について、一次試験で提出すれば二次試験での提出の必要はありません。 

３ 試験 
  ア  一次試験 

 
方  式 

  
  Ａ方式（単願者） 

   
 Ｂ方式（単願者）  

 

Ｃ方式（国公立との併願者） 
 
願書受付 

      令和６年１２月９日（月）～ 令和６年１２月１６日（月） 
           午前９時～午後４時（土日休み） 
           ＊郵送は令和６年１２月１６日（月） 必着 

試 験 日  
      令和７年１月１１日（土） 

８：００ 
 令和７年１月１２日（日） 
     ８：３０ 

 
 
試験内容 

国語（４５分） 
算数（６０分） 
 基礎２０分 発展４０分 

集団面接 
親子面接      

国語（４５分） 
算数（基礎 ２０分） 
英語（４０分） 
集団面接 
親子面接 

書類審査 
集団面接 
親子面接 

合格発表         令和７年１月１６日（木） 正午 学校玄関に掲示 

入学手続 
合格発表後  令和 7 年 1 月２１日（火） 

       午後４時まで（土日休み）まで 
 

合格発表後 
令和７年 1 月２４日（金） 
午後４時まで（土日休み） 

  
 イ 二次試験 

 
願書受付 

         令和７年１月２２日（水）２３日（木） 
             午前 9 時～午後４時 
           ＊郵送は令和７年１月２３日（木）  必着 

試 験 日          令和７年１月２５日（土）８：００ 

試験内容               Ａ方式に同じ 

合格発表          令和７年１月２９日（水） 自宅に郵送 

入学手続 
         合格発表後  令和７年１月３１日（金） 
               午後４時まで 

 



入学に必要な経費（予定） 

 １ 学校納付金等 
  （１）入学手続き時   入 学 金 ： 100,000 円（所定の用紙にて便局で振込） 
 （２）入学説明会時  入学時副教材等購入費用：30,200 円（現金） 
 （３）入 学 後 
  ①毎月納入していただくもの  ②年度の初めに一括して納入していただくもの 

   項 目    金   額 

 

   項 目    金   額    項  目   金  額 
授 業 料 23,200 円 図書視聴覚費 3,600 円 後 援 会 会 費 6,000 円 
積 立 金   6,000 円 生徒活動費 12,000 円  学年費(４月、９月) 各期 30,000 円 

    計 29,200 円 保護者会入会金 2,000 円  計 58,400 円 
  保護者会会費 4,800 円 ＊冷暖房費…各期 6,500 円×2 

                                    
  

２ 物品等購入（令和６年度入学生の例） 
   学校制服等 約 190,000 円～200,000 円程度（男女により異なる） 

  制服一式(夏・冬)、セーター、サマーベスト、ベルト、ネクタイ 
体操着（トレーニングウエア上下・半袖シャツ・ショートパンツ） 
靴類、カバン等（一部希望購入品も含む） 

  「スタディ サプリ」（動画教材）受講料 10,340 円 

授業料免除制度 

 １ 特 待 生  
 入学試験（一次試験 A・B 方式のみ）の結果をもとに成績上位者よりＢ特待生・Ｃ特待生となり 

ます。 
      Ｂ特待は、入学金の全額と、授業料の一部 11,000 円を支給します。 
      Ｃ特待は、入学金の全額と、入学準備金を支給します。 

 ただし、特待を２年毎に入学後の成績によって見直します。 
また、中学３年で実施する「実力確認テスト」（高校入試）の結果により、高校進学時にはＡ特待 

生や、さらに奨学金が授与されるスカラシップ生・スーパースカラシップ生となります。（英数科進 

学生該当） 

なお、自己都合で退学・転学をする場合は、それまでに支給された奨学金等は原則返還していた

だきます。 
  

２ 兄弟・姉妹    
   本校に単（専）願で合格し入学する者で、兄弟姉妹が、藤枝明誠中学校・高等学校、藤枝順心中 

学校・高等学校の４校のうち、１校または複数校にまたがって在学する場合は、共に在学する期間 
中、授業料について次のように奨学金が支給されます。 
・２人以上在学の場合、単（専）願者の弟妹に対して 11､000 円を支給。  
・３人以上在学の場合、在学する２番目の単願者の弟妹に対して 11､000 円を、３番目の単（専 
願の弟妹に対して 22,000 円を支給。 

ただし、学園内の他の特待制度との重複適用はありません。 

授業料内訳 
教科教育活動全般 13,200 円 

 施設設備     10,000 円 

通学費補助 

   ６ケ月通学定期の料金を基礎とし、概ね 2 分の 1 を補助します。支給期間は 7 月と 2 月の年２回 
です。高校生は年額 50,000 円（１回につき限度額は 25,000 円）、中学生は年額 40,000 円（１回につ

き限度額は 20,000 円）を限度とします。 
申請書と詳しい規定は入学説明会で提出された「通学証明書発行願」をもとに、入学後該当生徒へ 

お渡しします。補助の対象となる条件は次の通りです。 
(1)  JR を利用し、乗車駅が用宗駅以東、菊川駅以西の場合。 
(2)  大井川鉄道を利用し、JR 金谷駅を経由して通学する場合。 

 
 

その他の事項 

 １ 学 校 債   藤枝明誠中学校の施設設備の整備充実とともに、安定した財政基盤を確立して 
教育水準の一層の向上を図るため、学校債を募集します。 

 
    募集口数     一口 金 50,000 円  一口以上の応募をお願いします。（高校卒業時に元金返還） 
 
 
 ２ スクールバス 

(1)  榛南方面より（榛南線） 
榛南地域（御前崎市・牧之原市・吉田町・島田市初倉地区）方面、JR 藤枝駅南口から通学す

る生徒が利用できます。 
    ※令和８年４月より相良車庫～御前崎車庫間は廃止予定ですが、その後は路線バス等公共交通 
     機関利用者への通学費補助を検討しています。 
 

(2)  焼津方面より（焼津線） 
  焼津南地域（小川・港・和田・大富地区）方面から通学する中学生が利用できます。 

高校からは焼津線は利用できません。 
 

※いずれも有料ですが、路線バス料金よりは低額です。 

 

※受験にあたり認識していただきたいこと 

 

 

 

 

本校では、この要項の表紙にあるように、心身健康かつ思想中正で※全ての教育活動に 
参加する者に対し、教育を提供し個の成長を支援します。 ※寺社研修等含む 
学校生活で、特別な配慮や支援を必要とする場合、全ての要望に応えられない場合が 
あります。 


